
事　業　名　称 事　業　の　概　要 予　算　額 所　管　課

継
続

介護助手養成事業
　介護業務未経験者や初心者を対象に介護助手の養成や資質向上に結び付く講座を開
催します。

80万円 長寿支援課

継
続

介護職員研修支援補助金
　市内事業所に勤める介護職員などの初任者研修や養成事業資格取得に係る費用の一
部を支援します。

40万円 長寿支援課

継
続

介護職員就労定着支援補助金
　市内介護事業所に新規採用された正規職員へ、３か月継続就労後に２万円を助成し
ます。

60万円 長寿支援課

継
続

介護福祉機器導入支援補助金
　市内介護事業所が移動・昇降用リフトの導入をする場合、経費の２分の1以内（上
限額４０万円）で助成します。

400万円 長寿支援課

継
続

介護福祉士就学資金等貸付金
　介護福祉士等養成学校の在学生への学費等を無利子貸付します。市内の介護事業所
で５年間継続勤務した場合、全額返還免除となります。

80万円 長寿支援課

事　業　名　称 事　業　の　概　要 予　算　額 所　管　課

継
続

土地利計画の見直し
（土地利用のあり方）

　「リニアの整備効果を地域振興に活かすビジョン（案）」や「長野県リニア駅近郊
グランドデザイン（案）」との調整を図り、庁内関係部署と連携して、その実現に向
けた土地利用上の喫緊の課題から取り組み、それらの検討を踏まえ各種土地利用計画
の見直しを進めます。

811万円 地域計画課

継
続

土地利用計画の見直し
（景観のあり方）

　景観のあり方については、リニア駅前広場の建築物等の意匠基準（デザインコー
ド）を基に、「リニア駅周辺　環境・景観配慮指針（案）」としてまとめ、これに併
せ飯田市全体の景観計画の見直しを進めます。

174万円
地域計画課

リニア整備課

事　業　名　称 事　業　の　概　要 予　算　額 所　管　課

継
続

リニア駅周辺整備事業
　駅前広場内の道路や広場、駐車場など、一部先行して供用開始するエリアの工事に
着手するとともに、駅周辺の関連市道工事を進めます。また、駅前広場の賑わい創出
に向けて官民連携して広場の活用や運営方法について検討します。

16億9,514万円
リニア整備課
リニア推進課

継
続

リニア用地取得事業
　関係地権者の皆さんに、用地補償内容の説明や移転に関する相談など引き続き丁寧
な説明を心掛け、JR東海及び長野県と連携し個別協議を進めます。

1,236万円 リニア用地課

継
続

国県道整備に関連する市道整備
　リニア駅及び中央自動車道座光寺スマートICを含むリニア駅周辺エリアを、地域内
外への移動を円滑にするための広域交通拠点として整備を進め、自動車、鉄道、路線
バス等の各種交通モードへのアクセス機能と乗換利便性を高めます。

2億1,826万円
国県関連
事業課

事　業　名　称 事　業　の　概　要 予　算　額 所　管　課

継
続

リニア関連事業の情報発信
　リニア関連事業の進捗状況を紹介する動画を作成し、YouTubeで配信します。
　また、出前講座等を通じて事業の進捗状況や計画内容、広場の活用や運営方法につ
いて情報発信を行います。

308万円
リニア推進課
リニア整備課

継
続

三遠南信自動車道の情報発信
　三遠南信自動車道の進捗状況については、事業主体である飯田国道事務所からの情
報提供を活用し、飯田市ホームページでの情報発信に努めます。

395万円
国県関連
事業課

事　業　名　称 事　業　の　概　要 予　算　額 所　管　課

継
続

生活に欠かせない地域の移動手
段の確保

　バス９路線、乗合タクシー14路線の運行支援とともに、公共交通の利用促進、利
便性の向上に取り組みます。また、自動運転技術のリニア二次交通・公共交通への導
入を見据え、情報収集等に取り組みます。

2億3,485万円 リニア推進課

  介護人材確保に向けた支援

　基本目標 ７
　　リニア・三遠南信道時代に向けたまちの基盤をつくる

  リニア・三遠南信道時代を見据えた各種土地利用計画の見直し

  関係者等の意向や環境影響等への十分な配慮を行いながら、リニア駅前広場の一部供用を行うなど段階的な活用を目指した整備

  リニア・三遠南信道に対する機運醸成を図るための市民への情報発信

  持続可能な地域公共交通の構築と次世代モビリティや二次交通の検討
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